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昭和53年度
保育所入所児募集

昭和53年度油谷町立各保育所の入所
児を次のとおり募集いたします。
● 入所できる基準
( 1)母親の家庭外労働( 2) 母親の家事
以外の家庭内労働( 3) 母親のいない
家庭。( 4)母親の出産、病気等( 5) 病
気の看護等( 6) 家庭 の災害

● 申込期間
昭和52年12月5 日から昭和52年12月
15日まで

● 申込手続
町役場住民課福祉係または、両支

所か各保育所で申込書に必要事項を
記人のうえ、申込みをしてください

● 各保育所の定員
Ｏ菱海保育所　　　　　　　110 名
Ｏ蔵小田、久津、大浦、川尻保育所

各　60 名
Ｏ伊上、立石保育所　　 各　45 名
・津黄保育所　　　　　　　　30 名
詳しくは、住民課福祉係へお問合わ

せください。

火災予防の標語募集
秋の火災予防運動の行事の一つとし

てみなさんから標語を募集しますので
多数ご応募ください。
● 応募方法　官製はがきに住所・氏名

・年令（学生は学校名及
び学年）・標語（3 点以
内）を記人

● 送 り 先　長門市正明市三区
長門地区消防本部

● 締め切り　昭和53年1 月14日の消印
まで有効

年末・年始のし尿処理
及びごみ収集の日程
● 年末　 し尿処理

( 申込期限)　12 月20 日まで
ごみ収集　　　12月31 日まで

● 年始　 し尿処理　　　1 月7 日から
ごみ収集　　　1 月5 日から

し尿処理連絡先 ℡ 長門( 6) - 0959
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